
出芽後カビの発生が見られた場合、は種後14日までにダコレート水和剤500倍液を
1箱当たり500　 灌注する。

は種量は、催芽籾で150g程度とし、できるだけ薄まきする。は　　種
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一般慣行育苗ごよみ
特栽米は種子消毒・育苗中の肥料・農薬は使用できません

・種子は、10a当り3.0～3.5kgを準備する。
・塩水選は、表1のとおり塩水をつくり、浮いた籾を取り除く。
　塩水選をした後は必ず水洗いをして塩分を落とす。
・種子量と同量以上の薬液に24時間浸せきする。その間に3回程度混ぜる。

・箱施薬については、稲作ごよみに沿って使用する

施薬量は、必ず1箱50gにする。

被覆日数 注　意　事　項

黒色寒冷紗 トンネルにして被覆する方が望ましい

灌水時は不織布を取り除く

降雨時・灌水時は取り除く（ベタ被覆の場合）

8日程度

不　織　布 7～8日

太陽シート 7日程度

※育苗センターの苗は、すべて箱施薬（ツインターボフェルテラ箱粒剤）入りです。
　田植前に箱施薬を散布する必要はありません。

特別栽培米の種子消毒
（温湯消毒他の方法）
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は種時にタチガレエースM液剤500倍とベンレート水和剤500倍液を1箱当たり
500　 散布する。図1参照。

タチガレエースM液剤
ベンレート水和剤

100
100g

は種前後
日　　数

・種籾を60℃のお湯に10分間
　浸漬。浸漬後、すぐに冷水で
　冷やす。（温度と時間を厳守
　する事。温度が高かったり、
　時間が長いと発芽不良を起こ
　すし、逆に低かったり、短い
　と消毒効果が低下する。）

・温湯消毒を行う場合、種籾の
　塩水選はしないで下さい。

・また、苗いもち等の苗病害予
　防として、浸種～催芽時に24
　時間エコホープDJ（微生物農
　薬）200倍液に浸せきする。
　さらに、は種直後覆土前にカ
　スミン液剤（抗生物質）5倍液
　を1箱当たり50m 散布する。

pHは5～6が適当。籾殻くん炭を3分の1程度混ぜる。

表-2参照。


